
 生涯活躍のまち静岡（CCRC）構想（案）について 
 

福祉総務課 

呉服町「おまち」地区  ～コンセプト「おまち暮らし」～ 

○ ①の既存施設を改修し「地域交流拠点」を整備。駿河区の地域福祉の拠点機能も持たせる。 
○ 「シニアコンシェルジュ」(仮称)を置き、中心居住施設や近隣への移住希望者の相談・同行支援、移住後の地
域生活や社会参加のための支援を実施。あわせて地域の一般のシニアの社会参加も支援。 

  特に、駿河区内の教育・文化施設等地域資源との連携により学びの場を積極的に提供。 
○ ②地区内に高齢者向け住宅を中心にシニアが子育て世代などと一緒に地域で住み続けられる多世代・地域交
流型の住宅の誘致(民設民営)を検討。 

○ ③地区は、駿河区での整備の緊急性の高い児童福祉施設を誘致するなど、駿河区の子育て支援の中枢地
区として整備。移住シニアによる施設ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱや子育て家庭への支援など実践・活躍の場としても活用。  

○ 呉服町第二地区の市街地再開発事業を活用。再開発ビル（平成30年完成予定。）の上層階に 
  入居予定の有料老人ホームを核となる「中心居住施設」として位置づけ、また多目的ホールと併せて     

「地域交流拠点」を整備。 
○ 地域交流拠点に「シニアコンシェルジュ」(仮称)を置き、施設や近隣への移住希望者への相談・同行支援、移
住後の地域生活や社会参加の支援を実施。あわせて地域の一般のシニアの社会参加も支援。 

○ 社会参加の支援としては、地域交流拠点を中心に趣味・サークルの活動や生涯学習機会の提供を行う ほか、
近隣の静岡中央子育て支援センターや城東福祉エリア等でのボランティア、セカンドライフ就労の情報提供、   
地域イベントへ参加など地域での活動を支援。 

○「お試し居住」機能を中心居住施設に持たせ、新たな移住ニーズの獲得に向けた活動も展開。 

駿河「共生」地区（駿河区役所周辺） ～コンセプト「学び・実践・貢献」～ 

○ ③地区の施設の周りには、障がい者や          

シニア、学生等も働くレストラン・カフェや   

売店、ミニ農園といった誰もが活躍できる  

場を設け、施設を利用する子ども、子育て

家庭や地域住民も含め、多世代、多様な

人たちの交流を促進。 

  構想の背景・目的 

・ 静岡市の人口は1990年の約74万人をピークに減少し、今のままでは2040年には約56万人 

  になると推計。この人口減少に対応するため、第３次総合計画では2025年に人口70万人 

  維持を目標に設定。 

・ 本市は、東京圏や名古屋圏へのアクセス、温暖な気候、豊富な地域資源、健康長寿に関す 

  る取組、活発な地域活動など、高齢者が元気で生涯活躍できる基盤や地域資源が豊富。 

・ 平成27年度に実施した調査では、東京圏・名古屋圏在住の地方移住希望者の約6割、 

  静岡県出身者の約4割が生涯活躍のまちに関心あり。 

・ このような背景から、静岡市では、高齢者が元気な段階から、住みたい場所に居住し、健康寿命を 

  延ばせる「生涯活躍のまち」の実現を目指す。 

※日本版生涯活躍のまち（CCRC)とは、「高齢者が安心して健康で元気に暮らし続けることができ、 

  多世代のための「担い手となる」ことを基本とする仕組みが整った住まい・コミュニティ」と定義されて 

 おり、居住機能、健康・医療・介護機能、コミュニティ機能、社会参加機能、 多世代交流・協働 

 機能の5つの機能により構成。 

 生涯活躍のまち静岡のコンセプト 

 ・  地方都市の中でも有数の利便性と活気、歴史文化、都市機能の集積などを活用し、アクティブシニアの移住・定住を 

    促進。 

 ・  豊富な地域資源、活発な地域活動を活かし、生涯学習や社会活動等への参加機会を提供。 

 ・ 移住高齢者も、地区にもともと住む高齢者も、ともに地域社会に溶け込み健康でアクティブな生活を送ることで、 

  健康寿命を延伸。 

 ・  移住者も現在市民も、地域等で自らのスキルを活かして社会参加し、また、障がい者、子ども・子育て家庭、学生、 

    留学生、高齢者まで多世代、多様な市民が交流し支え合う共生のまちを実現。 

 スケジュール 

• 今後、本構想の実現に向けて、以下のとおり、取組を進めていきます。 

平成27年度に実施した調査結果における実現可能性等を踏まえ、再開発事業が進行している呉服町地区、地域福祉の拠点整備が急がれている駿河区役所周辺地区において、 

生涯活躍のまちの実現に向けた取組に着手します。具体的な進め方は、下記のイメージをベースとして今後検討していきます。 

生涯活躍のまち静岡の進め方（展開イメージ） 

現段階での(案)であり、これをベースに 
今後検討していくものです。 

                                                                                       静岡市 保健福祉長寿局 健康福祉部 福祉総務課    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度(2016) 平成２９年度(2017) 平成３０年度(2018) 平成 31年度(2019) 

【事業概要】 

○ 呉服町第二地区の市街地再開発事業を活用。再開発ビル（建設中。平成 30 年 4 月完成予定。）の上層階に入居予定の有料老人ホーム  

（定員 120 人）を核となる「中心居住施設」として位置づけ、また、６～７階に入居予定の多目的ホールと併せて「地域交流拠点」を

整備。 

○ 有料老人ホーム運営法人などが、ＣＣＲＣの運営主体となり、地域交流拠点に「移住シニアコンシェルジュ」（仮称）を置き、施設や

区内への移住希望者への相談・同行支援、移住後の地域生活や社会参加の支援を実施。 

あわせて地域のアクティブシニアの社会参加も支援。 

○ 社会参加の支援としては、地域交流拠点を中心に趣味・サークルの活動や生涯学習機会の提供を行うほか、近隣の静岡中央子育て   

支援センターや城東福祉エリア等でのボランティア、セカンドライフ就労の情報提供、地域イベントへ参加など地域での活動を支援。 

○「お試し居住」機能を中心居住施設に持たせ、新たな移住ニーズの獲得に向けた活動も展開。 

 

地域交流拠点の立上げ・ 

コンシェルジュの設置 協議会設立準備・事前の検討 

形成事業計画策定／公表 

事業準備 

事業計画策定補助・備品準備 

H30・4  事業開始（再開発ビル完成）／入居・運用開始 

準備協議会支援  約 150万円 

（駿河区と共通） 

協議会支援  約 1,000 万円 

（駿河区と共通） 

地域交流拠点備品 約 500万円 

地域交流拠点／お試し居住 運営 

約 1,300 万円 

地域交流拠点／お試し居住 運営 

約 1,300 万円 

コンセプト「おまち暮らし」 

地方都市のなかでも有数の利便性・活気と歴史を有する   

中心市街地「おまち」の都市機能の集積などを活かし、     

市内外からシニア層を呼び込む。   

 ターゲット ◇ 富裕層・女性   

目  的    ◇ 人口増・消費拡大＋街のにぎわい 

平成 32年度(2020) 

地域交流拠点／お試し居住 運営 

約 1,300 万円 

呉服町「おまち」地区 

呉服町第二地区市街地再開発ビル 
〈事業スキーム〉 

・民間事業者主体のＣＣＲＣ 

・ハードは、再開発事業により整備。 

・ソフト事業について地方創生推進交付金（1/2）等の国の

支援を活用（コンシェルジュ設置、お試し居住への運営

補助等） 

区内の移住

シニア 

趣味・サークル、生涯学習、ボランティア、   

セカンドライフ就労、商店街・自治会等の  

地域イベントなどにつなげる 

元々住む 

アクティブ 

シニア 

8-13F  

有料老人ﾎｰﾑ 

6-7F ｳｪﾙﾈｽ 

多目的ホール 

3-5F 駐車場 

1-2F 商業系 

地域交流拠点 

移住シニア 

地域住民 

学 生 

 

 

平成 33年度(2021)

効果検証等を踏まえ 

運営手法を検討 

(交付金用）地域再生計画策定  

(法定）地域再生計画策定 

お試し居住運営 

コンシェルジュの設置 

交付金終了 

お試し居住運営 

コンシェルジュの設置 

多目的ホールも活用 

移住希望 

シニア 

東京 

移住支援センター 
お試し居住 

移住シニアコンシェルジュ 

運用継続 

呉服町第二市街地再開発ビル完成予想図 

運営継続 

 

●特養 

富士見団地 

登呂こども園● 

看護専門学校● 

● 南部図書館 
公園 

(整備中) 

② 

① 

待機児童園● 

子育て支援センター● 
③ 

●南部小学校 

●南部生涯 
   学習センター 

●駿河区役所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 H28 H29 H30 H31 H32 

検討組織の設置      

構想、地域再生計画の策定・申請      

呉服町「おまち」地区      

 事業主体の選定 

 形成事業計画の策定・事業化 

     

駿河「共生」地区      

 事業主体の選定 

 形成事業計画の策定・事業化 

     

 


